
 
 
様式２（計画用） 

「越前市観光振興プラン（案）」に関するパブリック・コメント結果 
案件名 越前市観光振興プラン（案）について 
実施期間 令和４年１２月２１日（水）～ 令和５年１月１２日（木）まで 
趣旨 市では、平成２８年度に策定した「越前市観光振興プラン」に基づき、

観光資源の魅力向上の取組みや観光客の受入環境整備、丹南地域での広

域連携、インバウンド事業等の推進による観光振興に取り組んできまし

た。新型コロナウイルス感染拡大により観光を取り巻く環境が大きく変

化する一方、令和 6 年には北陸新幹線開業が予定されているなど、本市

観光振興における好機も生まれています。 
市が今後、観光消費額の拡大によって地域活力の維持・発展を図るた

めには、最新の状況を把握しつつ、より実践的に成果を獲得できる新た

な施策が求められていることから、本プランの改定を行います。 
意見提出者数 
（件数） 

 ６人（１８件） 
～40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 未記入 合計 

 1(9) 3(4)   2(5) 6(18) 
 

意見に対する回答 以下のとおり 
 

No 年齢 該当する箇所 ご意見の要旨（原文） 越前市の回答 

1 60 代 
 

P24 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
３）実施事業 

越前たけふ駅→村国山山頂

→だるまちゃん広場ルート

のケーブルカーができない

か。タクシー会社や福鉄、越

前市+民営に参加を得て運

用。村国山の眺望を活用し、

だるまちゃん広場からＪＲ

武生駅まではシャトルバス

を運行し人流を生む。 

ケーブルカーの新設につい

ては、多額の財源が必要とな

るため、非常に困難です。村

国山については、観光資源と

しての活用の可能性につい

て検討します。 

P27 
４章 展開する施策 
施策３ 来訪客の受

入環境整備 
３）実施事業 

レンタサイクルを借りたお

客様の手荷物を希望の場所

に届けるサービスを提供し

てはどうか。レンタル料

+100 円程度で、市職員がや

れば人件費はほぼゼロで、ガ

ソリン代のみで済む。レンタ

ご提案を参考にレンタサイ

クル事業における観光客の

利便性向上について、様々な

可能性を検討します。 
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サイクルは配達先に乗り捨

て、その回収も市職員がやれ

ば経費はかからない。 

2 60 代 P4 
１章 観光をとりま

く概況 
１ 国内の観光動向 
 
P27 
４章 展開する施策 
施策３ 来訪客の受

入環境整備 
３）実施事業 

コロナ過により人々の行動

様式は大きく変化し、観光産

業も影響を受けている。また

Ｚ世代に生まれた人々はそ

れ以前の世代「環境破壊型の

大量生産、大量消費で繁栄し

てきた世代」と「環境に優し

い循環型の社会をつくる世

代」と大きく価値観が変化し

てきている。これからの観光

は「大型バスによるツアー観

光を主とする」から「少人数

のツアー団体や個人の観光

客」「本格的な体験学習・研修

観光」へと徐々に変わりつつ

あるこの時流、更には施策を

展開する観光ターゲット層、

特にＺ世代以降生まれの「デ

ジタルネイティブ」への対応

は、市観光広報の観光情報案

内や誘客方法もまた変わら

ざるを得ない。本プランにこ

れらの時流、市観光施策、観

光広報はＺ世代以降の異な

る価値観「デジタルネイティ

ブ」への対応、また観光情報

を一元的に俯瞰する「（仮称）

越前市観光、文化情報マッ

プ」を作成するなどを記載し

てはどうか。 
１．24 年春までに越前市と

観光協会が市全体の観光情

観光における全体的な国内

外の状況については、P4「１

章 観光をとりまく状況」に

記載のとおり、個人旅行へシ

フトしている状況等（時流）

について分析しているとこ

ろです。 
「デジタルネイティブ」への

対応については、P27「①情

報案内の拡充／３）DX を通

じた情報発信力の強化」に記

載する、新たなデジタル技術

を活用した情報発信を行い

ます。 
観光・文化情報マップの作成

については、ご提案の内容に

参考とさせていただき、PR
方法も含め、検討していきま

す。 
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報を一元的に俯瞰する「（仮

称）越前市観光、文化情報マ

ップ」のＨＰと観光パンフレ

ットを作成する。 
２．観光協会のＨＰによる公

表と観光パンフレットは観

光協会、県内外の主な鉄道

駅、道の駅、主な恐竜博物館

などの観光施設に配布しＰ

Ｒする。 
3 50 代 P7 

２章 越前市の観光

における現状と課題 
１ 観光客の動向 

「認知度は低く、日帰り客が

メインで観光消費額は小さ

い」とあるが、県外客を増や

し観光消費額をアップさせ

たいということは理解でき

るが、一方で日帰り客メイン

だとしても消費額をアップ

したり、認知度を上げる取り

組みは可能である。消費額に

ついては、訪問先で飲食や買

い物をする際、店がなかった

りアイテムが不足していれ

ば販売機会の損失である。認

知度についても県内有数の

観光地から二次観光地に繋

げればもっと市を知っても

らえる。例えば、武生中央公

園に丹南地域の野菜直売所

や特産品を扱う売店を設置

したり、定額タクシーで中央

公園→二次観光地（村国山の

ジップライン、そばの里、ね

こ寺、有名な食堂等）に繋げ

れば、日帰り客でも消費額ア

ップ、認知度向上は見込め

る。 

「認知度は低く、日帰り客が

メインで観光消費額は小さ

い」とは事前調査から分析し

た本市の現状を示していま

す。本プランでは「４章 展

開する施策」において、様々

なターゲットに対し、消費額

や認知度を向上させるため

の取組みについて記載して

います。 
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  P13 
３章 越前市の観光

が目指す方向性 
２ 本市が目指す観

光振興の考え方 
（１）将来像 

目指す将来像について、観光

客のニーズが多様化してい

る他、自然が身近に点在して

いることや外国人と共生し

ていることも越前市特有の

財産価値であるため、「手仕

事」の価値を活かした文化だ

けにとどまらず、自然、歴史、

食などの観光資源の掘り起

こしや磨き上げを行って、幅

広に掲げるほうが良い。 

本プランにおける「手仕事」

の価値とは、同ページに記載

のとおり「伝統的工芸品を生

みだす職人たち、三大グルメ

や料亭、和菓子、酒などの食、

菊栽培などの文化、歴史ある

神社仏閣など、本市に根付く

資源を支える人やその想い、

技、モノ、歴史をいう」とし

ています。 

P16 
３章 越前市の観光

が目指す方向性 
２ 本市が目指す観

光振興の考え方 
（２）将来像に向け

ての戦略 

戦略③について、商品・サー

ビス（観光コンテンツ）の高

付加価値化や販売促進とあ

るが、具体的にはどのような

ことを考えているか。 

P22「③「手仕事」の価値の

高付加価値化を通じた消費

拡大」に記載する、地域内外

の様々なクリエイターと連

携した新商品開発、本格的な

体験コンテンツの開発、オン

ライン観光などの DX を活

用した新たな可能性の検討

等を実施します。 
P23 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
１）現状の課題 

来訪時の観光客のニーズや

行動を踏まえてとあるが、ど

のようにして把握するのか。 

観光施設を訪れた観光客へ

アンケートを実施すること

による実態把握の方法が考

えられます。 

P24 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
３）実施事業 

①様々な地域資源の商品化・

販売の促進について、越前市

は外国人市民の割合が県内

で一番多い自治体なので、市

在住の外国人市民に市の魅

力や観光スポットをヒアリ

ングしたり、県外や海外にい

る家族や知人、友人に PR し

てもらうことも検討できる。 
 

本市在住の外国人市民と連

携した国内外の新たな誘客

促進の可能性を検討します。 
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P27 
４章 展開する施策 
施策３ 来訪客の受

入環境整備 
３）実施事業 

②観光客の利便性向上につ

いて、定額タクシーの乗降可

能場所（日野山や鬼ケ岳の登

山口、ねこ寺等）を増やして

利便性を高めてほしい、一方

でPRが不足していると感じ

る。 

定額タクシー制度において、

各登山口について、乗降可能

場所への追加を検討します。

また、より多くの観光客に活

用いただけるよう制度の周

知を強化します。 

P29 
４章 展開する施策 
施策４ ウォーカブ

ルなまちづくりの推

進 
３）実施事業 

①まち歩きのインフラ整備

について、武生駅以外にもレ

ンタサイクルや観光案内所

といった実物を設置し、観光

客がまちなかに出かけるき

っかけ作りも大事である。武

生中央公園にも観光案内所

と二次交通拠点（レンタサイ

クル等）を設置してはどう

か。また、レンタサイクルに

電動アシスト付きを導入し

た方がよい。 

武生中央公園でのレンタサ

イクルスポット追加や電動

アシスト付き自転車の導入

について検討します。観光案

内所については、JR 武生駅

前の「観光・匠の技案内所」

においてまちなかへの誘導

を図っていきます。 

P29 
４章 展開する施策 
施策４ ウォーカブ

ルなまちづくりの推

進 
３）実施事業 

ウォーカブルなまちづくり

→にぎわい→越前市民にも

訪れてもらうことが不可欠

だと思うが、そのためにどう

するのか。 

P24「②各地域資源の魅力向

上／１）賑わいの拠点づく

り」に「武生中央公園、庁舎

前ひろばなどのスペースを、

本市滞在中の交流の拠点と

して活用し、地域の賑わいづ

くり及び交流人口の拡大を

図る」と記載しております。 
P31 
４章 展開する施策 
施策５ 広域視点で

の観光推進 
３）実施事業 

広域視点での観光推進につ

いて、丹南地域にとどまら

ず、丹南に隣接する嶺南地方

とも連携を図ることが重要

である。敦賀駅は新幹線、特

急の終着駅であり、全ての電

車が止まる。嶺南を訪れた観

光客に丹南まで足を運んで

もらう取組みを。例えば両地

P31「①広域プロモーション

の展開／３）新幹線沿線自治

体と連携したプロモーショ

ンや誘客事業」に「県内駅設

置４市で連携したプロモー

ションを展開する」と記載し

ております。 
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域の観光地を巡るツアーを

企画してはどうか。 

4 未記

入 
P24 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
３）実施事業 

令和６年の北陸新幹線「越前

たけふ」駅の開業と同じくし

て、NHK 大河ドラマは紫式

部を主人公とした「光る君

へ」と決定し、越前市にとっ

ては観光振興における好機

であり、次の提案をする。 
観光資源としての利用につ

いて 
㋐紫式部が越前で詠んだ日

野山と白山連邦が見える北

日野地区。式部が見た山々を

新幹線駅のキャッチフレー

ズにつかえないか。 
㋑明治政府大蔵大臣 井上

馨が好んだ、料亭「興都庵」

のそぼろ飯のメニューを再

現し、地産食材を使うことで

観光振興に活用できないか。 
㋒与謝野寛・晶子・竹内宇助

が歩いた、味真野街道を文学

の道として。村国山山麓～味

真野～和紙の里～河和田漆

器と、近隣と連携したまちづ

くりができないか。 
㋓北日野地区の観光資源と

して、神社をはじめとして多

くの資源がある。 
㋔村国山北西部の風景、再整

備して観光振興に利用でき

ないか。 
 

本市各地区では、各々が誇る

地域特有の観光資源を所有

されており、平素より地区自

治振興会や、地区観光協会な

どから、観光の取組みについ

てはご意見賜り、連携を図っ

ています。ご提案の内容は、

特に歴史文化に特化された

内容と思われることから、本

プラン P24「①様々な地域資

源の商品化・販売の促進／

１）歴史文化資源の情報集約

と案内の拡充」に基づき、歴

史文化に関わる資源を活か

した企画開発を行い、魅力向

上を図るとともに、来訪客に

伝わりやすい形で情報発信

していきます。 
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5 未記

入 
 

P16 
３章 越前市の観光

が目指す方向性 
２ 本市が目指す観

光振興の考え方 
（２）将来像に向け

ての戦略 

振興プラン案では伝統工芸

はそれぞれ独立したものと

捉えており、観光はそれを巡

る案に留まっているようで

す。越前に住んでいた先人た

ちが伝統工芸を生みだした

わけと、それを育んできた土

壌（環境）と苦難を乗り越え

て進んできた歴史がありま

す。越前全体にわたる特有の

ストーリーが有りそれを伝

える必要があると思います。 

戦略②において、伝統工芸を

はじめとした本市が誇る特

有の資源については、それら

の素材を複合的に組み合わ

せ、背景にあるストーリーを

見せながらＰＲすることで、

「越前」の魅力向上を図って

いくとしています。 

P33 
５章 推進体制 
１ 役割分担と連携 

観光施設は、1 回訪ればすむ

ものではなく、リピーターと

してまた訪れることを期待

します。最近は口コミやＳＮ

Ｓでの個人の情報発信が大

きなウエイトを占めるよう

になっています。どうやって

個人に訴えるか･･･言い換え

れば私たちが良いと思うも

のを相手に理解してもらう

かを手を変え、やり方を工夫

すべきと考えます。ひとつに

は個人個人が発信元となる

手助け（インターネット）が

あると思います。 

来訪時の満足度を高めるこ

とが出来れば、再来訪や

SNS 等による口コミでの拡

散に繋がります。ご指摘のと

おり、市民一人ひとりが自分

たちの地域に誇りと自信を

持って来訪者を迎え、主体的

に本市の魅力を伝えていく、

おもてなしの心を養ってい

けるような政策を実施する

ことが肝要と考えておりま

す。 

P24 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
３）実施事業 

祭りやイベントに参加する

インパクトの大きさは観光

客のリピートに繋がる。飛騨

高山祭、岸和田のだんじ

り･･･その街が育んできたも

のには魅力があります。訪れ

た街の空気（街の気配、人々

との交流）を共有したいと思

わせることが観光の目玉に

ご指摘のとおり、各地域に伝

わる祭りは地域特有の価値

を有する観光資源と考えら

れます。 
P24 項目②各地域資源の魅

力向上の２）のタイトルを

「２）大規模誘客イベント、

祭り」に、本文後半に「また、

市内各地に伝わる様々な祭
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なると思います。私たちの祭

りやイベントの魅力に気が

ついてはいない面が多く、も

っと注力すべきではないで

しょうか。例）武生菊人形（北

陸で唯一の開催）、粟田部地

区の「蓬莱祀」（国の「選択無

形民俗文化財」）と「はながた

み薪能」、武生国際音楽祭、ｅ

ｔｃ 

りについて、地域特有の観光

資源として活用していきま

す。」を追記します。 

P24 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
３）実施事業 

トップダウンも大切だが、ボ

トムアップも必要では。トッ

プダウンは迅速に進めるこ

とが出来るが、落とし穴も多

く感じられます。各地区の観

光への捉え方は市政へ届い

ているのだろうか？その地

域特有の思いがあると思い

ます。私事ですが、現在花筐

公園の語り部をしています

が、市は多くの観光客が訪れ

ても公園を観光施設として

見ていないと疑問に感じる

ことがあります。観光試案に

縦割り行政の影響かもしれ

ないが、花筐公園は観光誘客

課ではなく都市計画課の管

轄で公園整備をやっていた

だいています。課の垣根を超

えた施策はお考えいただけ

ないでしょうか。公園を含め

た祭りや文化行事を町外へ

発信する施策を協議頂くよ

う要望致します。 
 
 

平素より、各地区の自治振興

会や、地区観光協会などか

ら、観光の取組みについては

ご意見賜り、連携を図ってい

ます。花筐公園については、

市観光協会 HP において、桜

の季節の「はながたみまつ

り」や紅葉の時季の「もみじ

まつり」の情報発信を行った

り、各種メディアの桜や紅葉

の特集などにあわせ、本市の

名所としてPRしているとこ

ろであり、観光誘客課として

は今後も継続して当該公園

の観光情報を発信していき

ます。 



 
 
様式２（計画用） 

6 60 代 P24 
４章 展開する施策 
施策２ 地域資源を

活かした観光の魅力

向上 
３）実施事業 
P29 
４章 展開する施策 
施策４ ウォーカブ

ルなまちづくりの推

進 
３）実施事業 

越前市中央公園の観光客は

多くが県内の子供づれ家族

で、ダルマちゃん広場への日

帰り客です。目的地は公園だ

けで市内へ入ることはなく

そのまま帰宅します。加古里

子さんの絵本は全国的かつ

幅広い子供たちや、お母さん

方にも人気の絵本です。キャ

ラクターのオブジェ、案内看

板、キャラ人形、ダルマちゃ

ん散歩道などで市内へ誘導

してはいかがでしょうか。例

としては「ゲゲゲの鬼太郎」

（鳥取県）などがあります。 
 

P24「②各地域資源の魅力向

上／３）絵本を題材とした観

光の活性化」に記載する、か

こさとし氏の絵本を題材と

した回遊性向上の取組みに

よる観光の活性化、及び、

P29「②まち歩きコンテンツ

の拡充／１）コンテンツ開

発」に記載する、まち歩きに

おいて楽しめるコンテンツ

の開発・拡充を図ります。 

 


